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１．はじめに 

本文は、東北自動車道小坂ジャンクションの建設にあたり、供用中の新遠部沢橋（Ｓ５５道示）を拡幅し

ジャンクションのＡランプとするため、既設橋を含めた新旧一体構造として現耐震設計基準（Ｈ１４道示）

を満足する耐震性能向上を目的に既設鋼製支承から反力分散支承への支承取替工事（鋼３径間連続鈑桁橋×

２連：上下線全体で８０基）を行ったので報告するものである。 

 

 

２．施工フローについて 

支承取替工の施工フローは図２のとおりとなっており、1)～7)に

ついて順に説明を行う。 

１）脚上面のコンクリートはつり・削孔 

橋脚の中の鉄筋を切断しないように予めはつり、既設鉄筋を露

出させて位置の確認し、橋脚に悪影響を与えない箇所に支承アン

カーボルト埋設用の削孔を行った。削孔後、削孔位置を図面に反

映し工場でベースプレートを製作。 

２）主桁補強・仮受設備組立・ジャッキアップ 

 主桁の変形対策として、支承を挟んで２箇所に仮受設備とジャ

ッキ（油圧式 200ｔ・安全ナット付）を設置し、主桁のジャッキ

アップ位置に素地調整・孔あけ、主桁補剛材を設置し補強。 

 また、１支承線（５主桁）を同時にジャッキアップし、1 ㎜毎

にジャッキアップ量を確認しながら 3 ㎜までジャッキアップ、ジ

ャッキアップ量を確認後ジャッキを固定し油圧を解放。 

３）既設支承撤去 

 既設支承の撤去にあたっては、取替中の地震を考慮し、１支承

線（５基）を同時に撤去するのではなく２回に分けて撤去。（１支承線の取替順序は図３を参照） 

各支承毎の撤去順序は、上沓、アンカーボルト部（はつり及びガス切断）、下沓、既設ソールプレートの

順で撤去。 
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図１-平面図（新遠部沢橋） 
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拡幅（A ﾗﾝﾌﾟ橋） 

図２-施工フロー 

1)脚上面のコンクリートはつり・削孔 

2)主桁補強・仮受設備組立・ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ 

3)既設支承撤去 

4)下ﾌﾗﾝｼﾞ拡幅・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

 

5）新規支承及び調整ﾌﾟﾚｰﾄ設置 

6）無収縮モルタル打設  

7)ジャッキダウン  



４）下フランジ拡幅・アンカーボルト・ベースプレート設置 

 既設支承撤去後、主桁下フランジ拡幅部の素地調整・孔あけ、及び拡幅部補剛材を設置 

 アンカーボルトを無収縮モルタルで定着させ所定の強度を確認後、高さ調整ボルトにより設置高さ及び水

平度を調整してベースプレートを設置。アンカーボルト頭部とベースプレートを溶接。（写真１参照） 

５）新規支承及び調整プレート設置 

 アンカーボルトと固定したベースプレート上に新規支承を挿入し、支承のせん断キーをソールプレート内

に入れて、セットボルト締付後にベースプレートと支承の間（ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ時の３㎜の隙間を利用）に調整プレ

ートを挿入。その後、ベースプレートと調整プレート及び調整プレートと支承を現場溶接。 

６）無収縮モルタル打設 

沓座モルタル打設の為の型枠を組立、NEXCO 構造物施工管理基準に沿って無収縮モルタルを打設。 

（３日・２８日の圧縮強度試験を実施） 

７）ジャッキダウン 

沓座モルタルの材齢３日強度 25N/ｍ㎡を確認し、１支承線（５主桁）を同時にジャッキダウンする。ジャ

ッキダウン完了後は支承セットボルトを締め付けて主桁と固定し、ジャッキアップ前に設定した主桁下フラ

ンジ下面から橋脚の任意の位置の基準点間の値を確認。（今回は±１㎜以内で施工完了） 

 

３．出来型及び品質管理 

ジャッキダウン後（写真２参照）、出来型管理表を

作成。（NEXCO の要領にはないので表１のような出来型

管理表を今回作成） また、目視による現場溶接部に

おける溶接前のはだ隙状況及び清掃状況の確認を行っ

た他、溶接部は浸透探傷試験を実施し、現場溶接の品

質について確認を行った。 

 

４．最後に 

 今回は、既設橋脚の鉄筋を痛めることの無いよう、事前の鉄筋探

査等の調査を充分に行い、各支承毎に確認（既設鉄筋を避けた位置）

したアンカー削孔位置を反映させたベースプレートを工場で製作し

た。また、２連同時に施工するなど効率的施工と工程短縮に努め、

小坂ＪＣＴの開通に影響させることなく、無事に上下線８０基（１

６支承線）の支承取替工を終えることが出来た。 

 小坂ジャンクションは、土工工事、上部工工事（支承取替を含む）

までしゅん功し、舗装工事が最盛期を迎え、平成２５年度供用に向

けて鋭意取り組んでいる。 

図３-支承取替順序図 

表１ 出来型管理表 

写真１-下ﾌﾗﾝｼﾞ拡幅・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

 

写真２-ｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝ後、支承取替完了 
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